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N18a η Carinae Homunculus Nebulaにおける定常的なダスト形成量の推定
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Luminous Blue Variables (LBVs)は進化末期の大質量星の一分類で、典型的に 10−4
∼ 10−3M⊙/yrという激

しい質量放出が起こっている点で特徴的な天体である。LBVsの周囲には 0.01～0.1 M⊙程度の豊富なダストが存
在することが知られており、大質量星におけるダスト形成過程を知る上で重要な天体であると考えられている。
η Carinaeは polar lobesと equatorial torusからなる Homunculus Nebulaで有名な LBVの 1つである。我々

は 2011年春季年会 (Q10b)において、miniTAO/MAX38を用いてHomunculus Nebulaを波長 30ミクロンで分
解撮像したことを報告した。今回はこれに引き続いて、これまで明らかにされていなかった、赤外線放射の大半
を担っている∼100 Kのダストの分布および形成率の定量的な見積もりを行った。その結果、equatorial torus部
分にHomunculus Nebulaの全ダスト質量 (0.12 M⊙)の約 80%に相当する 0.09 M⊙のダストが存在することが分
かった。さらに、polar lobesの内部に 0.012 M⊙のダストが存在することが明らかになった。このダスト成分は
polar lobesの起源である 1843年の giant eruption以後に連星系によって形成されたと考えられる。ダスト形成
が一定の割合で起きていたと仮定すると、η Carinae連星系によるダスト形成率は 7× 10−5 M⊙/yrと推定され、
この値は典型的なWolf-Rayet連星系でのダスト形成率と比べて非常に大きな値である。これは、LBV連星系に
おける定常的なダスト形成が、大質量星でのダスト形成過程において重要なプロセスであることを示唆している。


